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第
８
回　
銀
華
文
学
賞
発
表

「
一い

ち
は
つ初
」　　
　

皆
笹
麻
希
江
（
大
阪
府
大
阪
市
）

「
転
ぶ
女
」
冴
場　

渉
（
千
葉
県
旭
市
）

「
デ
ス
ペ
ラ
ー
ド
」

　
　
　
　
　

牧
港
誠
之　

銀
華
文
学
賞

河
林
満
賞

当
選

奨
励
賞

55 54

「
一
期
一
会
」　　
　
　

寺
田　

保
（
北
海
道
函
館
市
）

「
萩
の
器
」　　
　
　
　

北
野
滋
子
（
大
阪
府
大
阪
市
）

「
ポ
ス
ト
」　　
　
　
　

坂
口
保
典
（
長
野
県
小
諸
市
）

「
宅
老
所
『
な
ご
み
の
園
』」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
島
も
と
め
（
長
野
県
長
野
市
）

「
青
春
の
守
破
離
」　　

小
林
良
之
（
兵
庫
県
三
田
市
）

※
選
考
に
当
た
り
、
小
林
広
一
氏
、
早
川
ゆ
い
氏
、
中
野
睦
夫
氏
に
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

銀
華
文
学
賞
も
お
か
げ
さ
ま
で
八
回
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
回
も
ま
た
日
本
全
国
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
、イ
ン
ド
、ブ
ラ
ジ
ル
、

フ
ラ
ン
ス
な
ど
海
外
か
ら
、
四
一
一
篇
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

多
数
の
応
募
作
の
中
か
ら
、
選
考
委
員
／
大
高
雅
博
・
八
覚
正
大
・

小
沢
美
智
恵
・
都
築
隆
広
・
五
十
嵐
勉
に
よ
る
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

以
下
の
通
り
受
賞
作
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
発
表
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
回
も
さ
ら
に
歴
史
小
説
に
優
秀
な
作
品
が
目
立

ち
、
昨
年
新
設
し
た
歴
史
小
説
賞
を
継
続
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
本
年
も
故
河
林
満
を
偲
ん
で
、
御
遺
族
の
御
厚
意
に
よ
り
河
林

満
賞
を
選
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
誌
面
の
都
合
に
よ
り
、
奨
励
賞
な
ど
の
作
品
は
四
五
号
以
降

に
順
次
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
御
期
待
く
だ
さ
い
。

　

第
八
回
銀
華
文
学
賞
授
賞
式
・
祝
賀
会
お
よ
び
懇
親
会
は
、

二
〇
一
二
年
一
月
二
十
八
日
（
土
曜
日
）
午
後
二
時
よ
り
東
京
の
大
田

区
民
プ
ラ
ザ
に
て
「
文
芸
思
潮
」
エ
ッ
セ
イ
賞
／
現
代
詩
賞
／
イ
ラ
ス

ト
・
漫
画
賞
と
い
っ
し
ょ
に
行
な
う
予
定
で
す
。
ど
な
た
で
も
御
参
加

可
能
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
誘
い
の
上
御
来
場
く
だ
さ
い
。

　

第
九
回
銀
華
文
学
賞
も
昨
年
と
ほ
ぼ
同
じ
要
領
で
行
な
い
ま
す
。
皆

様
の
御
応
募
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「
埋う

ず

み
火
」　　
土
岐
田
耕
（
大
阪
府
大
阪
市
）

「
言
葉
は
武
器
な
り
」
六
藍
光
洋
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

「
蓋
」　　
　
　
丹
羽
加
奈
子
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

「
片へ

ん
え
い影

」　　
　
星
野　

透
（
埼
玉
県
所
沢
市
）

「
仙
薬
」　　
　
上
野
雄
三
（
福
岡
県
中
間
市
）

「
蕎
麦
の
花
」　
神
通
明
美
（
富
山
県
富
山
市
）

優
秀
賞

（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

歴
史
小
説
賞
最
優
秀
賞

「
淡
雪
―
実
朝
の
死
―
」
北
風
嘉
己
（
北
海
道
札
幌
市
）

「
リ
バ
ー
ス
」　　
　
　

宮
澤
え
ふ
（
兵
庫
県
赤
穂
市
）

「
悪
霊
」　　
　
　
　
　

朝
永　

潔
（
大
阪
府
大
阪
市
）

「
明
白
な
運
命
」　　
　

二
宮
英
郷
（
東
京
都
渋
谷
区
）

「
声
が
響
く
」　　
　
　

岡
野
弘
樹
（
兵
庫
県
加
古
川
市
）

「
藍
色
の
キ
ャ
ン
バ
ス
」宮
下
浩
子（
東
京
都
世
田
谷
区
）

「
闇
を
抱
き
し
め
て
」　

国
方　

勲
（
大
阪
府
枚
方
市
）

「
振
り
込
み
」　　
　
　

荒
井
隆
志
（
東
京
都
練
馬
区
）

「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
」　

小
野
友
貴
枝
（
神
奈
川
県
秦
野
市
）

「
妹
、
幸
」　　
　
　
　

北
上　

実
（
新
潟
県
新
潟
市
）

「
ラ
ッ
キ
ー
」　　
　
　

平
沢
裕
子
（
岩
手
県
花
巻
市
）

「
舞も

ぐ
さ
と
う

草
刀
」　　
　
　
　

久
保
協
一
（
岩
手
県
盛
岡
市
）

「
小
倉
百
人
一
首
実
朝
歌
余
談
」
尾
崎
克
之
（
千
葉
県
松
戸
市
）

「
北
の
独
裁
者
の
死
」　

迎
来
太
郎
（
東
京
都
稲
城
市
）

「
異
聞
保
元
の
乱
」　　

小
笠
原
新
（
山
形
県
酒
田
市
）

歴
史
小
説
奨
励
賞
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こ
の
賞
も
第
八
回
目
を
迎
え
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
ん
な
に
や
っ
て
き
た
の
か

な
と
思
う
が
…
…
た
し
か
に
選
評
も
八

回
目
に
な
る
。
う
れ
し
い
こ
と
に
質
が

向
上
し
た
こ
と
は
確
実
に
言
え
る
。
人

間
が
密
に
終
結
す
る
こ
と
の
結
果
だ
ろ
う
。
そ
の
中
か
ら
押
し
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
秀
作
が
立
ち
上
が
る
も
の
だ
。

　

今
回
、
目
に
吸
い
つ
い
て
き
た
原
稿
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
牧
港
誠

之
の
「
デ
ス
ペ
ラ
ー
ド
」
で
あ
る
。
無
法
者
、
命
知
ら
ず
、
な
ら
ず

者
な
ど
多
少
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
っ
て
そ
の
英
語
の
タ
イ
ト
ル
を
訳

せ
よ
う
。
ま
た
映
画
、
音
楽
に
も
同
様
の
タ
イ
ト
ル
は
あ
る
。
が
、

作
者
が
主
人
公
に
与
え
た
目
線
は
一
読
す
れ
ば
自
ず
と
わ
か
る
で
あ

ろ
う
。

　

俗
に
言
う
港
湾
労
働
者
の
内
部
が
描
か
れ
る
が
、
そ
の
現
場
の
言

葉
遣
い
が
実
に
う
ま
く
使
わ
れ
て
い
て
、
そ
の
実
態
を
知
ら
な
い
も

の
も
納
得
し
た
気
持
ち
に
な
る
。
そ
の
場
は
流
れ
て
き
た
者
た
ち
の

あ
る
種
「
吹
き
だ
ま
り
」
な
の
だ
が
、
そ
の
中
に
高
校
時
代
、
ラ
グ

ビ
ー
を
や
り
県
の
決
勝
に
ま
で
進
ん
だ
過
去
を
も
つ
佐
々
木
亨
が
い

　

男
の
華
と
渇
き 八

覚　

正
大

る
。
語
り
手
の
お
れ
は
佐
々
木
の
こ
と
が
ど
こ
か
気
に
な
り
、
仲

間
と
し
て
付
き
合
っ
て
い
く
。
佐
々
木
は
元
警
察
官
だ
っ
た
よ
う
だ
。

そ
れ
が
過
去
に
事
件
を
起
こ
し
身
を
落
と
し
て
港
湾
労
働
者
と
し
て

働
い
て
い
た
の
だ
…
…
。

　

と
に
か
く
文
が
生
き
て
い
る
。
労
働
者
仲
間
の
現
場
の
葛
藤
あ
り
、

人
間
関
係
あ
り
、
飲
み
屋
あ
り
（
そ
こ
に
い
る
女
へ
の
佐
々
木
の
思

い
も
描
か
れ
）
…
…
ラ
ス
ト
は
、
過
去
の
事
件
で
警
察
に
追
わ
れ
て

い
た
佐
々
木
が
、
か
つ
て
の
ラ
グ
ビ
ー
選
手
の
花
型
を
彷
彿
と
さ
せ

る
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
刑
事
た
ち
を
か
わ
す
シ
ー
ン
だ
…
…
結
局
捕

ま
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
そ
の
一
瞬
の
栄
光
の
再
現
は
眩
し
い
ま
で

に
耀
き
を
も
っ
て
「
お
れ
た
ち
」
に
は
見
え
た
の
だ
。

　

ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
と
い
う
言
葉
や
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
を
持
ち
出
す

ま
で
も
な
く
、
こ
こ
に
は
男
の
人
生
の
一
瞬
の
華
と
は
何
な
の
か
―

―
が
見
事
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
作
者
は
、
以
前
に
も
「
沖
縄
海

洋
も
の
」
と
で
も
い
え
そ
う
な
優
れ
た
描
写
に
よ
る
秀
作
を
何
作
も

出
し
て
は
い
る
。
し
か
し
、
今
回
そ
こ
か
ら
新
た
な
る
描
き
方
で
華

麗
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
直
し
た
感
が
あ
る
。
以
前
か
ら
作
家
の
自
覚

は
あ
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
今
回
あ
ら
た
め
て
、
こ
の
作
者
を
「
作

家
」
と
呼
び
直
し
た
い
。
純
文
学
に
踏
み
と
ど
ま
っ
た
ま
ま
、
面
白

い
作
品
群
を
さ
ら
に
創
り
出
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

　

そ
し
て
も
う
一
人
、「
作
家
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
作
者
を
見

出
す
。
冴
場
渉
で
あ
る
。
今
回
の
受
賞
作
は
「
転
ぶ
女
」
だ
。
過
去

に
愛
し
た
女
は
、
今
は
落
ち
ぶ
れ
て
病
に
な
り
薬
漬
け
の
日
々
を
送

　　選　評

「
津
波
」 

成
瀬
秋
彦 

（
東
京
都
練
馬
区
）

「
思
え
ば
い
と
疾と

し
」 

形
山
謙
一
（
山
形
県
山
形
市
）

「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
死
す
」
南
城
堯
也
（
埼
玉
県
日
高
市
）

「
イ
エ
ス
の
島
で
」 
波
佐
間
義
之
（
福
岡
県
中
間
市
）

「
千
花
の
壁
」 

来
の
宮
あ
ん
ず
（
東
京
都
江
東
区
）

「
耳
た
ぶ
」 

吉
野
光
久 
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

「
赤
い
月
夜
に
」 

佐
々
木
国
広
（
滋
賀
県
東
近
江
市
）

「
転
校
生
」 

室
町　

眞　
（
東
京
都
杉
並
区
）

「
若
い
メ
ル
友
」 

浦
上
京
子 （
大
阪
府
寝
屋
川
市
）

「
三
代
目
の
カ
フ
ェ
」 奥
は
じ
め
（Courbevoie FRA

N
CE

）

「
誰
か
が
静
か
に
や
っ
て
く
る
」
山
田
吉
生
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）

「
三
日
間
」 

耕
田
み
ず
き
（
北
海
道
札
幌
市
）

「
笛
の
誼
」 

三
山
晃
生 （
埼
玉
県
深
谷
市
）

「
桜
」 

小
林
理
樹
（
東
京
都
小
金
井
市
）

「
三
凶
神
」 

秦
純
四
郎
（
北
海
道
小
樽
市
）

「
微
笑
み
返
し
」 

折
口　

真 　
（
埼
玉
県
所
沢
市
）

「
夢
想
の
雲
」 

大
和
川
義
之
（
大
阪
府
堺
市
）

「
鮎
返
し
の
滝
」 

中
川
ガ
バ
チ
ャ（
和
歌
山
県
和
歌
山
市
）

「
原
っ
ぱ
の
幽
霊
」 

小
笠
原
幹
夫
（
埼
玉
県
狭
山
市
）

「
心
残
り
」 

富
田
鈴
子 （
愛
知
県
名
古
屋
市
）

「
鮎
」 

藤
沢
辰
雄 （
奈
良
県
大
和
郡
）

「
聖
夜
に
舞
う
雪
」 

松
尾　

修 （
長
野
県
上
伊
那
郡
）

「
晩
秋
の
稜
線
」 

宇
和
静
樹 （
大
阪
府
堺
市
）

「
駅
前
茶
屋
日
録
」 

久
間
一
秋 （
福
岡
県
小
郡
市
）

「
ペ
ー
パ
ー
・
フ
ラ
ワ
ー
ズ
」
潤
野
恵
子
（
東
京
都
江
戸
川
区
）

「
波
の
裏
」 

成
瀬
健
太
郎
（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）

「
喫
水
線
」 

田
浦
夏
美 （
東
京
都
練
馬
区
）

「
三
増
峠
」 

松
田
征
士 

（
東
京
都
町
田
市
）

「
遠
い
灯
」 

岡
本　

晶 （
京
都
府
宇
治
市
）

「
幻
の
松
尾
城
」 

吉
田
満
春 （
千
葉
県
山
武
市
）

「
七
良
屋
の
達
磨
」 

碧
居
泰
守 （
千
葉
県
松
戸
市
）

「
じ
ろ
う
」 

木
山
省
二 （
東
京
都
板
橋
区
）

「
残
照
」 

上
田
英
博
（
高
知
県
香
南
市
）

佳
作

歴
史
小
説
賞
佳
作
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選
評


